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１．はじめに

本発表では、「やさしい日本語」のガイドラインを取りあげ、ふりがな（ル

ビ）や分かち書き、読点といった日本語表記にかんする記述がどのようにまと

められているのかその実態を示す。

→ そのうえで「やさしい日本語」における表記の問題点と、

「やさしい日本語表記」の必要性・重要性について述べる。
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今日の発表の内容

１．はじめに

２．「やさしい日本語」についての先行研究

３．分析対象：どんなガイドラインを使ったか

４．分析結果：「やさしい日本語」におけるルビと括弧の使い方

５．まとめと今後の課題：「やさしい日本語表記」のための分析観点
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２．「やさしい日本語」についての先行研究
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2. 1「やさしい日本語」について

• 「やさしい日本語」ということば自体は、阪神・淡路大震災の後に佐藤

（2004）によって示されたもの。

• その後、庵の一連の研究（庵2016など）において多文化共生と日本語教育文法

を結びつけ、日本で暮らす外国人にたいして、わかりやすい日本語を提供す

ることを目的としている。
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佐藤和之（2004）「災害時の言語表現を考える」『日本語学』23(8) ，pp.34-45，明治書院.
庵功雄（2016）『やさしい日本語−多文化共生社会へ』岩波新書.



2. 1「やさしい日本語」について

• 安田（2013）は、日本語を「やさしく」しても、普通の日本人も使うよう

にならなければ、存在する意味はない、そもそもの「日本語」の捉え直しが

必要であると指摘。

5

安田敏朗(2013)「やさしい日本語」の批判的検討」庵功雄・イ ヨンスク・森篤嗣編『「やさしい日本語」は何を目指すか―多文化共生社会を実現するため
に』pp.321-341，ココ出版.



2. 1「やさしい日本語」について

• イ（2013）は、「やさしい日本語」が「必要最低限の日本語能力」と捉え

られてしまう場合や、「子ども向けの日本語」というイメージを伴う場合、

誤解を招く恐れがあることを指摘。

→「やさしい日本語」にかんする議論にたいして批判的な見方もある。

6

イ・ヨンスク（2013）「日本語教育が「外国人対策」の枠組みを脱するために―「外国人」が能動的に生きるための日本語教育―」庵功雄・イ ヨンスク・
森篤嗣編『「やさしい日本語」は何を目指すか―多文化共生社会を実現するために』pp.259-278，ココ出版.



2. 1「やさしい日本語」について

このように「やさしい日本語」にかんする研究・議論は数多くある。実践的

な研究を参照してみると、語彙や文法の書き換えといった、いわゆる情報の整

理に焦点を当てたものが多い。
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2. 2 定住外国人にたいする日本語の表記研究について

• あべ（2013）では、情報保障という視点から「やさしい日本語」の重要性

について確認している。そのうえで、表記と表現という視点から「やさしい

日本語」の課題を述べている。

→ふりがな版・ローマ字版・分かち書き版などの「やさしい日本語」の必要性
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あべやすし（2013）「情報保障と「やさしい日本語」 」庵功雄・イ ヨンスク・森篤嗣編『「やさしい日本語」は何を目指すか―多文化共生社会を実現する
ために』pp.279-298，ココ出版.



2. 2 定住外国人にたいする日本語の表記研究について

• 西村（2018）では、千葉県における「やさしい日本語」使用の実態を調査。千葉

大学留学生（学部生および院生）15名にたいしてさまざまな「やさしい日本語」の文章

を提示し、理解度を測る質問をして答えてもらうことで、理解されやすい「やさし

い日本語」について考察を行っている。

→イラストを加えた「やさしい日本語」が最も見やすく、わかりやすいという結果
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西村彩香（2018）「「表記」から見る「やさしい日本語」 - 「やさしい日本語」使用の実態調査と有効性の検証を通して」『語文論叢』33，pp.62-45，
千葉大学文学部日本文化学会.



2. 2 定住外国人にたいする日本語の表記研究について

• 岩崎（2022）では、中国語を母語とする定住外国人（日本語学校などで日本語教育を受

けたことがない人）2名を対象に半構造化インタビューを行い、それをもとにSCATを

用いて分析。そのうえで、どのような日本語表記が好ましいかを考察している。

→カタカナ表記の外来語は、対応する英語をルビとして表記することや、全体

的に漢字表記が多いほうが理解の一助になるという意識がある。

10
岩崎拓也（2022）「定住外国人の語りからみた日本語表記にかんする意識」『一橋大学国際教育交流センター紀要』4，pp.61-69，一橋大学国際教育交流

センター.



2. 2 定住外国人にたいする日本語の表記研究について

• 単純に「やさしい日本語」へ文を書き換えるだけでなく、表記についても工

夫することによって、これらの批判や指摘について解消が多少なり図れるの

ではないか？

→「やさしい日本語表記」の必要性・重要性
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2. 2 定住外国人にたいする日本語の表記研究について

• 以下では、さまざまな「やさしい日本語」のガイドラインをもとに、ルビや

分かち書き、読点といった日本語表記にかんする記述がどのようにまとめら

れているのか、その実態を明らかにする。
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３．分析対象
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３．分析対象

• 本発表で扱う「やさしい日本語」のガイドラインについては、次の表のとお

りである。

• 全てのガイドラインを網羅することは紙幅の関係もあって難しいため、ここ

では表１で示したランダムに収集した六つの「やさしい日本語」のガイドラ

インにおける表記にかんする記述を概観する。
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３．分析対象

略称 ガイドライン名 発行年 発行元
A 外国人にやさしい日本語表現の手引き2006 2006 埼玉県総合政策部国際課
B やさしい日本語の手引き（令和３年５月改訂版） 2021 静岡県 くらし・環境部県民生活局

多文化共生課
C やさしい日本語の手引き 2022 島根県・（公財）しまね国際セン

ター
D 在留支援のためのやさしい日本語ガイドライン 2020 出入国在留管理庁・文化庁
E 「やさしい日本語」の手引き 2013 特定非営利活動法人多文化共生リ

ソースセンター東海（企画・編集）
F 「やさしい⽇本語」で伝える〜分かりやすく伝
わりやすい⽇本語を⽬指して〜（第４版）

2017 横浜市「やさしい⽇本語」検討会

表1 本発表で対象とした「やさしい日本語」のガイドライン一覧
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４．分析結果
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4. 1 各ガイドラインにおける表記についての言及

表2 ガイドラインにおける表記についての言及の有無

A B C D E F
ルビ ○ ○ ○ ○ ○ ○
読点 × × × × × △
括弧 ○ ○ × ○ × ○
分かち書き ○ ○ ○ × ○ ×
その他
（読点や括弧以外の符号）

× × × ○ × ○
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○は記述あり、△は文法書き換えの例において記述が見られたもの、×は記述なし



4. 1 各ガイドラインにおける表記についての言及

表2からわかること

• ルビについての記述は全てのガイドラインある。

• 読点についての記述は基本的に書かれていない。

• 括弧、分かち書き、その他についての記述はガイドラインによってばらつきが存在
している。

→本発表では、ルビと括弧の記述と例について確認していく。
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4. 2 ルビにたいする記述

• 最も詳細にルビについて書かれていたのはガイドラインA。

19

表2 ガイドラインにおける表記についての言及の有無

A B C D E F
ルビ ○ ○ ○ ○ ○ ○
読点 × × × × × △
括弧 ○ ○ × ○ × ○

分かち書き ○ ○ ○ × ○ ×
その他（読点や括弧以外の記号） × × × ○ × ○
○は記述あり、△は文法書き換えの例において記述が見られたもの、×は記述なし



4. 2 ルビにたいする記述：ガイドラインA

• 最も詳細にルビについて書かれていた。

20
図1-1  ガイドラインAにおけるルビについての記述（pp13-14）



4. 2 ルビにたいする記述：ガイドラインA
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図1-2  ガイドラインAにおけるルビについての記述（pp.13-14）



4. 2 ルビにたいする記述：ガイドラインA

• ルビの振り方のバリエーションについても言及している点が興味深い。具体的なルビの振り方と

して上付き・下付き・括弧書きという３パターンが示されていた。

上付きは「漢字が苦手な人に向いていますので、多くの人に情報を知らせたい文に」使用（p.13）

下付きは「漢字が読める人には、漢字とルビの両方を見なくて済みますので、日本語がかなりでき

る人向け」（p.13）

括弧書きは「かっこ書きが多いと読む時にわずらわしいので、漢字はできるだけ少なくするよう心

がけ」（p.14）
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4. 2 ルビにたいする記述：ガイドラインA

23図1-3  ガイドラインAにおけるルビについての記述（pp.13-14）



4. 2 ルビにたいする記述：ガイドラインA
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図1-4  ガイドラインAにおけるルビについての記述（pp.13-14）



4. 2 ルビにたいする記述：ガイドラインF

• 漢字の「固有名詞にはルビを振った方がいいです。固有名詞以外の漢字は、

適宜ルビを振るようにしてください」（p.8）

→特に固有名詞にたいするルビの必要性が示されていた。
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図2-1  ガイドラインFにおけるルビについての記述（p8）



4. 2 ルビにたいする記述：ガイドラインF

→ルビは上付きのみに指定。また、ルビを振るのは日本語能力試験旧2級以上の漢

字のみというように制限がされていた。
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図2-2  ガイドラインFにおけるルビについての記述（p.49）



4. 2 ルビにたいする記述：まとめ

• すべてのガイドラインでルビにたいする記述は存在していたものの、その内

容は異なっていた。

• また、当然ながら、漢字使用との兼ね合いについての言及も存在していた。

→岩崎（2022）の中国語を母語とする定住外国人の語りでは、漢字が多い

ほうがありがたいという語りがある。
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岩崎拓也（2022）「定住外国人の語りからみた日本語表記にかんする意識」『一橋大学国際教育交流センター紀要』4，pp.61-69，一橋大学国際教育交流

センター.



4. 3 括弧にたいする記述

表2 ガイドラインにおける表記についての言及の有無

A B C D E F
ルビ ○ ○ ○ ○ ○ ○
読点 × × × × × △
括弧 ○ ○ × ○ × ○

分かち書き ○ ○ ○ × ○ ×
その他（読点や括弧以外の記号） × × × ○ × ○

28
○は記述あり、△は文法書き換えの例において記述が見られたもの、×は記述なし

• 括弧についての言及は、四つのガイドラインで確認することができた。



4. 3 括弧にたいする記述：ガイドラインA

• ガイドラインAでは、山括弧〈 〉で「わかりにくいことばの説明や言い換

え」をしてやさしく示すことが述べられている。
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図3  ガイドラインAにおける括弧についての記述（p.16）



4. 3 括弧にたいする記述：ガイドラインB

• ガイドラインBでは「外国人にとって難しいと思われる言葉でも、災害時に

よく使われる言葉や、日本で生活する上で覚えておいたほうがよい言葉は、

そのまま使ってください。そして、その言葉の後に〈＝…〉を使い、意味を

補足します。」（p.6）と示されている。
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31図4  ガイドラインBにおける括弧についての記述（p.6）



4. 3 括弧にたいする記述：ガイドラインC

• ガイドラインCでも同様に「重要な言葉はそのまま使い、<=・・・>で書き

換える」（p.10）とある。

→ガイドラインB・Cでは、山括弧内に＝（イコール）を使用することで、山

括弧の直前のことばと山括弧内のことばが同じ意味であることをわかりやす

く示そうとする配慮がみられた。
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4. 3 括弧にたいする記述：ガイドラインF

• ガイドラインFの巻末には、行政がよく用いる用語を「やさしい日本語」を用

いて作成した語釈が付記されており、そこに丸括弧の使い方が示されている。
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図2-2  ガイドラインFにおけるルビについての記述（p.49）



4. 3 括弧にたいする記述：ガイドラインF

• また、書類名や建物名、人名や地名、国名などの固有名詞は、二重かぎ括弧

（ガイドライン内では二重括弧と表記）でくくるように示されていた。
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図2-2  ガイドラインFにおけるルビについての記述（p.17）



4. 3 括弧にたいする記述：まとめ

• 「やさしい日本語」のガイドラインで示されていた括弧は、丸括弧（）だけ

でなく、山括弧〈 〉と二重かぎ括弧『』といった括弧も取りあげられてい

た。また、 <= >のように、ほかの記号と組み合わせて新たな表記方法

の提案も見られた。

35



4. 3 括弧にたいする記述：まとめ

• 山括弧と二重かぎ括弧でくくる内容として、特に固有名詞が示されていた。

→二重かぎ括弧は題名（書籍や映画など）、かぎ括弧の中の会話を示すこと

が一般的（岩崎2021）。
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岩崎拓也（2021）「第1章表記 1記号の使い方」石黒圭（編）『日本語文章チェック事典』東京堂出版.



4. 3 括弧にたいする記述：まとめ

→山括弧については明確な規範はないものの、類似の二重山括弧《》がビジネ

ス文書でどのように使用しているか分析した岩崎（2020）では、なんらか

の条件を限定するために使われる括弧であることを指摘している。

→これらの指摘を踏まえると、固有名詞であることを示すこの用法は、「やさ

しい日本語」独特の表記方法であるといえる。
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岩崎拓也（2020）「記号の使用実態とその問題点 発注者と受注者をつなぐためのカッコの活用」『ビジネス文書の応用言語学的研究 : クラウドソーシング
を用いたビジネス日本語の多角的分析』.



５．まとめと今後の課題
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５．まとめと今後の課題

• 以上、本発表では「やさしい日本語表記」研究の必要性について、「やさし

い日本語」の先行研究とガイドラインをもとに述べた。

• まず、「やさしい日本語」と「やさしい日本語」の表記についての先行研究

について概観し、「やさしい日本語」のための表記の研究が少ないことを述

べた。
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５．まとめと今後の課題

• 次に、さまざまな「やさしい日本語」のガイドラインをもとに、ルビや分か

ち書き、読点といった日本語表記にかんする記述がどのようにまとめられて

いるのか、その実態を明らかにし、今回はその一部を報告した。

• ガイドラインが発行された時期には多少の違いがあるものの（2006〜2022）、

表記についての言及には、ガイドラインによって取りあげられている項目の

違いや内容の詳述の度合いに差があることを示した。
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５．まとめと今後の課題

• しかし、「やさしい日本語」の見やすさ・読みやすさに直結するであろう

「やさしい日本語表記」が統一されていないことは、 「やさしい日本語」

を必要とする人びとにとって、やさしくはないのではないか。

→ 「やさしい日本語表記」研究の必要性
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５．まとめと今後の課題

「やさしい日本語表記」研究の観点を大きく四つにまとめると、

a）多様なルビの振り方のなかで、どれが一番見やすい・わかりやすいのか

b）読点を使うことで、見やすさ・わかりやすさに貢献することができないのか

c）どのような単位で分かち書きすると見やすく・わかりやすくなるのか

d）他言語における括弧・記号が持つ意味を踏まえつつ、どのような表記をすることで

わかりやすさを示すことができるのか
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５．まとめと今後の課題

• 日本語非母語話者（定住外国人）にたいして、これらの課題を解決するための調

査を行うことで、当事者にとって真に求められる「やさしい日本語」となる

だろう。

• なお、これらの調査を行ううえで、考慮しておかなければならないことは、

現場性である。これには、テキストの現場性と環境の現場性がある。どのよ

うなテキストをどのような媒体で、どんなときに読むのかということは、考

慮されるべき問題である。
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５．まとめと今後の課題

• また、どのような地域・コミュニティにおいて必要とされているのかという

ことについても考えていく必要があると思われる。

→このように「やさしい日本語表記」の研究とその結果をもとに、社会へ提案

することが今後の表記研究が求められている課題である。
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付記

本研究は、JSPS科研費JP21K13047の助成を受けたものです。
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ご清聴ありがとうございました。


